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HD-EBU2 シリーズ 


BUFFALO 


はじめにお読みください 


本紙は、本製品のセツトアップ手順を説明しています。 


最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームページ ( buffalo . jp ) を参照 
してください。 


準攤見格 

USB Specification Rev.2.0 

データ転送速度(理論値） 

最大 480Mbps^) 

コネクター 

USB コネクター(シリーズ B) 

電源 

AC100V 50/60HZ 

動作環竟 

温度： 5 〜 35°C 

消費電力 

最大 25W 平均 17W 

湿度： 20 〜 80%( 結露なきこと） 

出荷時フォーマット形式 

FAT32(1 パーテ イシヨン） 


※本製品を、 USB 2.0 で規定されている HS モード（最大転送速度 480 Mbps ) で使用するには、弊社 
製 USB 2.0 インターフェース（または USB 2.0 に対応したパソコン本体）が必要です。 


パッケージ内容 


万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。なお、製品形状はイラストと異なる場合があります。 

□八ードディスク(本製品) . 1台 DUSB ケーブル . 1本 

■縦置きの場合 ■横置きの場合 


図のように、アクセスランプが下になる 
向きで設置します。 


アクセスランプが左になる向きで設置し、 □横置き用ゴム足 . 4個 

底面の四隅にゴム足を貼り付けます。 


□ ユーティリティー CD ( CD - ROM ) ■■ 1枚 
はじめにお読みください(本紙) ...... 1枚 


※底面の四隅にあるゴム足には、保護シー 
卜が貼り付けられている場合がありま 
す。保護シートをはがしてからお使いく 




•本製品を積み重ねて使用するときは、必ず別売のオプシヨンフアン 
r OP - FANj を取り付けてください。 

故障およびデータの消失の原因となります。 

•本製品に物を立てかけないでください。 

転倒して故障する恐れがあります。 

•本製品の上や周りに物を置かないでください。 

熱がこもると故障の原因となります。 


本製品は筐体を利用して内部からの熱を放熱しています。筐体表面が熱くなりますが 
異常ではありません。 


※ 本製品を梱包している箱には、保証書と本製品の修理についての条件を定めた約款が印刷されています 。本製品の修理をご依頼頂く場合に必要となりますので、大切に保管してください。 
※別紙で追加情報が添付されている場合は、必ず參照してください。 
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ノ r ノコンに接続する 

バソコンの電源を ON にして Windows や Mac OS を起動し、 USB ケーブルをバソコンと本製品へ接続します。 



お使いのパソコンに最適な設定にする 


本製品をお使いのパソコンに最適な設定にします。〇 S によつて手順が異なりますので、ご注意ください。 


Windows Server 2008 R 2 /Server 2003 R 2 
をお使いの方へ 

本製品をパソコンに接続後、画面で見るマニュアルを 
参照して NTFS 形式でフォーマットしてください。 
フォーマットが完了したら、本製品のセットアップは 
完了です。 Step .2 の手順は必要ありません。 


•パワーランプが点灯しない場合は、 USB ケーブル、電 
源ケーブルが正しく接続されているかを確認してくだ 
さい0また、電源が ON になっていることを確認して 
ください。 

•「セットしたディスクに Mac OS X で読み込めないポ 
リュームが含まれています」という内容のメッセージ 
(日本語と英語、または日本語のみ）が表示されたら、 
[ 続ける]または [ OK ] をクリックしてください0 


※Windows Server 2008 R 2/ Se「ver 2003 R 2 をお使いの場合、この手順は必要ありません。 


Windows 7/Vista/XP の場合 



本製品を NTFS 形式でフォーマツトし、 Buffalo Tools をインス!ルします。 


付属のユーティリティー CD をパソコンにセットします。 

手順2の画面が表示されます。表示されない場合は、ユーティリティー 

CD 内の 「 DriveNavi . exe 」 をダブルクリックしてください。 

※自動再生の画面が表示されたら、 [ DriveNavi . exe の実行]をクリッ 
クしてください。また、「次のプログラムにこのコンピュータへの変 
更を許可しますか？」や、「プログラムを続行するにはあなたの許可 
が必要です j と表示されたら、[はい]または[続行]をクリックします。 

※パソコンに CD - ROM ドライブがない場合は、弊社ホームページ 
( buffalo . jp ) からセットアップ用ユーティリティーをダウンロード 
できます。 

※ユーティリティー CD をパソコンにセットすると、画面で見るマニュ 
アル ( PDF ファイル）がデスクトツプにコピーされます。 
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[かんたんスタート]をクリック 
します。 


「使用許諾契約」画面が表示されますので、[同意する]をクリックして 
ください。 



※ RAMDISK ユーティリティをインス!ルすると「ドライバソフトウェア発 
行元を検証できません j と表示されることがあります。表示されたら[このドラ 
イバソフトウェアをインス!ルします]をクリックしてください。 


以上で本製品のセツトアップは完了です。 




お使いのパソコンに最適な設定にする（つづき) 

本製品をお使いのパソコンに最適な設定にします。〇 S によつて手順が異なりますので、ご注意ください。 


Mac OS の場合 


Mac OS 拡張形式で初期化します 0 

參以下の手順を行ラと本製品内のデータは全て削除されますので、必要に応じて 
バックアップを作成してください。 

•本製品は FAT 32 形式でフォーマットされています。そのため 、 Mac OS X 
10.4 以降をお使いの場合は、初期化しなくても使用することもできますが、 
次の制限事項があります。 Macintosh のみで使用する場合は、以下の手順 

で Mac OS 拡張形式で初期化することをお勧めします。 

• 4 GB 以上のファイルを保存できません。 

• パソコンに接続してからマウントされるまでに数十秒かかることがありま 
す。 

• Mac OS X 10.3以前では使用できません。 





デスクトツプの [Macintosh HD ] をダブルクリックします。 


[アプリケーション]フォルダーの[ユーテイリテイ]フォルダーを 
開き、[ディスクユーティリティ]をダブルクリックします。 




① 本製品をクリックします。 

② [パーティション]をクリックします。 
L ③ [ 1パーティション]を選択します。 

④[オプション]をクリックします。 
※Mac OS X 10.3 以前の場合は、 
[オプション]がありません。その 
まま手順5へ進んでください。 


[Apple パーティションマップ]を選択し、 [0 K ] をクリックします。 



①フォーマツトに [Mac OS 拡張 
(ジヤーナリング ）] を選択します。 


②[適用]をクリックします。 


[パーティション]をクリックします。 

初期化が始まります。初期化が完了するまでお待ちください。 

※「丁 ime Machine でバックアップを作成するために''（ボリューム名）”を使用 
しますか？」と表示されることがあります 。 Time Machine を使用してパソ 
コンのパックアップを本製品に保存する場合は[パックアップに使用]をク 
リックし 、 Time Machine を設定してください【画面で見るマニュアル「フォー 
マット/ メンテナンスガイド 」】。 Time Machine を使用しない場合は [ キヤ 
ンセル]をクリックしてください。 


デスクトップに本製品のアイコン（變っ）が追加されていることを確認し 
てください。 


以上で本製品のセツトアップは完了です。 






取り外しかた 



パソコンの電源が OFF のとき 

そのままパソコンから本製品を取り外します。 

パソコンの電源が ON のとき 

使用している os によって、取り外しかたが異なります。次の手順で取り外してください。 

rmm 手順を守らないで取り外すと、本製品や記録されたデータが破損する恐れがあり 
ます。 


■ Windows の場合 



本製品を USB 接続したパソコンのタスクトレイに表示されているアイコン 
( fe 、 备、 go をクリックしてから、表示されたメニューをクリックし 
ます： 

安全に取り外すことができる旨のメッセージが表示されたら、 [ OK ] また 
は@をクリックします。 

本製品をパソコンから取り外します。 


V 


■ Mac OS の場合 



デスクトップにある本製品のアイコン犀 J 
プします。 

本製品をパソコンから取り外します。 


をゴミ箱にドラッグ&ドロッ 


A 本製品の紛失 • 盗難等には十分ご注意ください 

本製品の紛失*盗難 • 横領*詐取等により、第三者に個人情報が漏えいする恐 
77^- れがあります。個人情報が第三者に漏えいしたために損害が生じた場合、弊社 
迁思 はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 


八ードディスクの破棄 • 譲渡 • 交換 • 修理時の注意 

「削除」や「フォーマット」した八ードディスク上のデータは、完全には消去されていません。お客様が、 
廃棄_譲渡 • 交換_修理等を行う際に、八ードディスク上の重要なデータが流出するというトラブルを 
回避するためには、八ードディスクに記録された全データを、お客様の責任において消去することが非 
常に重要となります。 

万一、お客様の個人データが漏洩しトラブルが発生したとしましても、弊社はその責任を負いかねますの 
であらかじめご了承ください。 

以下のような市販のソフトウェアを用いてデータを完全に消去するか、専門業者に完全消去作業を依頼す 
ることをおすすめします。 

Acronis DriveCleanser ( Acronis 社製販売会社ラネクシー） 

詳しくは、 http :// buffalo . jp / support _ s / hddata.html をご覧 ください。 

※ソフトウェアを削除することなく八ードディスクやパソコンを譲渡すると、ソフトウェアライセンス 
使用許諾契約違反になることがありますので、ご注意ください。 


ソフトウェア (Windows 7/ Vista / XP ) 

ューティリティー CD には便利なソフトウェアが収録されています。ソフトウェアの詳 
細やインス!-ール手順は、画面で見るマニュアルをご覧ください。 

Acronis True Image HD のインス I -ールには、プロダクトインス I -ールキーが必要 
です。プロダクトインス!-ールキーは、アクロニス•ジャパン社にユーザー登録したと 
きに発行されますので、画面で見るマニュアル 「Acronis True Image HD のこ利用 
について」を参照して、ユーザー登録を行ってください0 

画面で見るマニュアル 迫 

ューティリティー CD をパソコンにセットしたときに表示される画面（ドライブナビゲー 
ター）で表示したいマニュアルを選択し、[開始]をクリックすると表示されます。 
※画面で見るマニュアル （ PDF ファイル）を読むには 、 Adobe Reader がインストール 
されている必要があります 。 Adobe Reader もドライブナピゲーターからインス I 
ルできます 。 Adobe Reader の使いかたは、ヘルプを参照してください。画面で見づ 
らいときは、印刷してお読みください。 



本製品について 

この装置は、クラス B 情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この 
装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

受信障害について 

ラジオやテレビジョン受信機（以下、テレビ）などの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品によ 
る影響と思われましたら、この商品の電源スイツチをいったん切ってください。電源スイツチを切るこ 
とにより、ラジオやテレビなどが正常な状態に回復するようでしたら、以後は次の方法を組み合わせて 
受信障害を防止してください。 

• 本機と、ラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる 

• 本機と、ラジオやテレビ双方の距離を離してみる 

• この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみる 


/ ■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁じられています。 

■ BUFFALO™ は株式会社メルコホールディングスの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標または登録商標です。 
本書では™、 ® 、©などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に購入された製品とは一 
部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどありましたら、お買い求めになった販売店 
または弊社サボートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスの 0A 機器としてお使いください。万一、一般 0A 機器以外として使用されたことにより損害が発生した場合、 
弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しないでください。 

• —般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときは、ご使用になるシステムの安全設計や 
故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでください。また弊社は、本製品に 
関して日本国外での保守または技術サボートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものについては、日本国外への輸出に 
際して、日本国政府の輸出許可 （ または役務取引許可）が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載された取扱方法に違反する使用 
はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記載されたデータが消失 • 破損した場合については、保証しておりません。 

本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してくだ 
さい。また、必要なデータはパックアップを作成してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、またはパックアップの作成を怠ったために、 
データを消失 • 破棄に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過失があった場合を除き、本製品の購入 
代金と同額を上限といたします。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交換致しますが、当該瑕疵に 
V 基づく損害賠償の貴に任じません。 



































































































































































































< レグザ > かんたん接続マニュアル 

東芝製デジタルハイビジョン液晶テレビく レグザ〉へのセツトアツプ 

く レグザ >ZX9000、ZX 9500、 ZX 8000、 ZH 8000、 Z 9000、 Z 9500、 Z 8000、 Z 3500、 H 9000、 
H 8000、 R 9000、 RX1 、 R1BDP、ZH 7000、 Z 7000、 ZH500、ZV500 シ U- ズ対応 


東芝製デジタル八イビジョン液晶テレビくレグザ〉（以降、本紙ではレグザと記 
載します）では、録画データの保存先として本製品を使用することができます。 

※詳しい手順は、< レグザ > に付属の取扱説明書を参照してください。 

※“レグザ”および REGZA は株式会社東芝の商標です。 

※本紙では、 Z 8000シリーズを例に説明します。 

※レグザでは、レグザに接続した本製品の省エネ設定を行えたり、初期化を行う 
ことができます。省エネ設定とは、本製品を一定時間使用していないときに 
八ードディスクの回転を止め、消費電力を抑える設定のことです。省エネ設 
定を行った場合でも、本製品のパワーランプは消灯しませんのでご注意くだ 
さい。また、本製品を取り外しするときもレグザでの操作が必要です。詳し 
くは、レグザに付属している取扱説明書を参照してください。 


•本製品に保存されているデータは、全て消去されます（再登録 
の場合は消去されません)。 

本製品を初めてレグザに登録するとき、本製品は初期化（フォーマット）さ 
れます。本製品に保存されているデータがある場合は、パソコンなどにバッ 
クアップしてください。 

•本製品の電源ケーブルは、まだ接続しないでください。 

本製品の電源ケーブルは、レグザへ接続後に接続します。 

•レグザに登録すると、本製品はレグザ専用機器となります。 

本製品は、レグザに登録したときにレグザ専用の形式で初期化されます。 
そのままパソコンで使用することはできません。本製品をパソコンで使用 
する場合は、パソコンでフォーマットする必要があります。フォーマット 
するときに、本製品に録画した番組は全て消去されます。 



C % レグザの画面に自動的に以下の画面が表示されます。「はい」を選択し、 
[決定]ボタンを押します。 



※画面が表示されない場合は？ 

レグザのリモコンで以下の操作を行ってください。 

① [設定メニュー]ボタン(ふたの中にあります）を押します。 

② 「レグザリンク設定 j を選び、[決定]ボタンを押します。 

Z 3500シリーズの場合は、「初期設定」を選んで[決定]ボタンを押した後、「レグ 
サリンク設定」を選び、[決定]ボタンを押します。 

③ 「USB 八ードディスク設定」 （「USB HDD 設定」）を選び、[決定]ボタンを押します。 

④ 「機器の登録」を選び、[決定]ボタンを押します。 

0 「はい」を選択し、[決定]ボタンを押します。 

機器の登録 

登録を行うために、初期化を行います。 

この USB 八ードディスクの内容はすべて消去されます。 

よろしいですか？ 

はい いいえ 


〇 本製品の登録名を変更する場合は、「はい」を選択して[決定]ボタンを押 
します。 

※登録名を変更しない場合は、「いいえ」を選択し、[決定]ボタンを押します。 
※登録名に表示される名称は、お使いの環境によって異なります。 


機器の登録 

登録名：八ードディスク1 
登録名を変更しますか？ 

はい いいえ 


付属の USB ケーブルを使って、本製品をレグザ背面の録画 ( HDD ) 用 USB 
端子に接続します。 

ZX 900 0、 ZX 950 0、 Z 900 0、 Z 9500、 H 9000、 R 9000、 RXKR 1 BDP シ U -ズ 
の場合は、 USB 八ブを使用して最大 4 台まで同時に使用できます。その他のシ 
リーズは、レグザに直接接続してください(複数台の接続はできません）。 


USB コネクターへ 



市販または本製品に付属の USB ケーブル 


»：) レグザの電源を ON にします。 
rf 本製品の電源ケーブルをコンセントに接続し、電源を on にします。 



電源 


AUTO 電源機能切替スイッチ 


文字入力の画面が表示されますので、画面に従って登録名を入力してください。 



D 以下の画面が表示されたら、[決定]ポタンを押します。 

機器の登録 


[ AUTO 電源機能について （ Z 3500を除く）】 

AUTO 電源機能切替スイッチで本製品の電源をレグザに連動させるか設定でき 
ます。本製品の電源を〇 N にする前に設定を行ってください（電源を〇 N にし 
てから設定を行うと、正常に設定されない場合があります）。 

•本製品の電源をレグザに連動させる場合 

AUT ◦電源機能切替スイッチを 「 AUTO 」 にします。本製品は、レグザの電源に 
連動して〇 N /0 FF します。 


•本製品の電源を電源スイッチで管理する場合 

AUT ◦電源機能切替スイッチを 「 MANUAL 」 にします。レグザの電源を〇 FF 
にした場合、パワーランプが点灯したまま省エネ状態（八ードディスクの回転を 
止め、消費電力を抑えた状態）になります。 


接続登録番号 登録名 


接続中 f USB 1 八ードディスク1 



以上で完了です。 


Z 3500に接続した場合は、 AUTO 電源機能切替スイッチの設定にかかわらず、 
レグザに連動しません。レグザの電源を OFF にしたとき、パワーランプが点灯 
したまま省エネ状態（八ードディスクの回転を止め、 

消費電力を低減した状態）となります。 1 ^ 


Z 350 0、 ZH 50 0、 ZV 500シリーズで本製品に録画を行うには、録画先を本製 
品へ設定する必要があります。録画先の設定は、レグザの取扱説明書を参照し 
て設定を行ってください。 


安全にお使いいただくために必ずお守りください 


お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために 
守っていただきたい事項を記載しました。 

正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。なお、 
本書には弊社製品だけでなく、弊社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関する注意事 
項も記載されています。 

パソコンの 故障/トラブルや、 データの 消失•破損または、取り扱いを誤ったために生じた本製 
品の故障/トラブルは、弊社の保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。 

使用している表示と絵記号の意味 


警告表示の意味 


A 警告 

絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守らない 
と、使用者が死亡または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考 
えられる内容を示しています。 


絵記号の意味 △ G • の中や近くに具体的な指示事項が描かれています。 


A 

警告 • 注意を促す内容を示します。（例：△感電注意） 


してはいけない事項（禁止事項）を示します。（例：®分解禁止） 

• 

しなければならない行為を示します。（例： ® プラグをコンセントから抜く） 


■△警告 


❶ 

強制 



本製品を取り付け、使用する際は、必ず 
パソコンメーカーおよび周辺機器メー 
カーが提示する警告や注意指示に従っ 
てください。 


本製品の分解•改造 • 修理を自分でし 
ないでください。 


火災•感電•故障の恐れがあります。また本 




0 AClOOV (5 O /6 OHz ) 以外のコンセン 
卜には、絶対に電源プラグを差し込ま 
禁止ないでください。 

海外などで異なる電圧で使用すると、 
シヨートしたり、発煙、火災の恐れがあり 
ます。 


❶ 

強制 


電源プラグは、コンセントに完全に差 
し込んでください。 

差し込みが不完全なまま使用すると、 
シヨートや発熱の原因となり、火災や感電 
の恐れがあります。 


0 

禁止 


❶ 

強制 


電源ケーブルを傷つけたり、加工、加 
熱、修復しないでください。 

-設置時に、電源ケーブルを壁やラック 
(棚)などの間にはさみ込んだりしない 

ブ'くだ^■い 

-重いものをのせたり、引っ張ったりしな 
いでください。 

• 熱器具を近付けたり、加熱しないでくだ 
きぃ 0 

• 電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグ 
を持って抜いてください。 

•極端に折り曲げないでください。 

_電源ケーブルを接続したまま、機器を移 
動しないでください。 

万一、電源ケーブルが傷んだら、弊社サ 
ポートセンターまたは、お買い上げの販売 
店にご相談ください。 


電気製品の内部やケーブル、コネク 
ター類に小さなお子様の手が届かない 
ように機器を配置してください。 

さわってけがをする恐れがあります。 


/〇 濡れた手で本製品に触れないでくだ 
^さぃ。 

^電源ケーブルがコンセントに接続されて 
いるときは、感電の原因となります。ま 
た、コンセントに接続されていなくても、 
本製品の故障の原因となります。 


at 煙が出たり変な臭いや音がしたら、す 
^ ぐにバソコン及び周辺機器の電源ス 
1127イッチを OFF にし、コンセントから 
クを抜 s 電源プラグを抜いてください。 

そのまま使用を続けると、シヨートして 
火災になったり、感電する恐れがありま 
す。弊社サボートセンターまたは、お買い 
求めの販売店にご相談ください。 


風呂場など、水分や湿気が多い場所で 
^ は、本製品を使用しないでください。 

fis 无火災になったり、感電や故障する恐れが 
あります。 


C 本製品に液体をかけたり、異物を内部 

に入れたりしないでください。液体や 
w § z ? 異物が内部に入ってしまったら、すぐ 
クを抜 S に コンセン トから電源プラグを抜いて 
ください。 

そのまま使用を続けると、シヨートして 
火災になったり、感電する恐れがありま 
す。弊社サボートセンターまたは、お買い 
求めの販売店にご相談ください。 


/ O ) USB ケーブル、 EEE 1 394ケーブル 
は、本製品付属のものまたは弊社製の 
禁止ものをご使用ください。 

本製品付属または弊社製以外の USB ケー 
ブル、 IEEE 1394ケーブルをご使用にな 
ると、電圧の端子や極性が異なることが 
あるため、発煙、発火の恐れがあります。 

本製品の故障の原因ともなります。 


〇 小さなお子様が電気製品を使用する場 
合には、本製品の取り扱い方法を理解 
強制した大人の監視、指導のもとで行うよ 
3にしてください。 


❶ 

強制 


本製品の取り付け、取り外しや、ソフト 
ウェアをインストールするときなど、 
お使いのパソコン環境を少しでも変更 
するときは、変更前に必ずパソコン内 
(八ードディスク等)のすベてのデータ 
を M 0 ディスク、フロッピーディスク 
等にバックアップしてください。 

誤った使い方をしたり、故障などが発生し 
てデータが消失、破損したときなど、パッ 
クアップがあれば被害を最小限に抑える 

ことがァ'きキオ 

パックアップの作成を怠ったために、デー 
夕を消失、破損した場合、弊社はその責任 
を負いかねますのであらかじめご了承く 
ださい。 


❶ 

強制 

各接続コネクターのチリやほこり等は、 
取りのそいてください。また、各接続コ 
ネクターには手を触れないでください。 

故障の原因となります。 

〇 

禁止 

本製品の上に物を置かないでください。 

傷がついたり、故障の原因となります。 

0 

禁止 

通風口をふさいだり、他の機器と密着さ 
せないでください。 

故障の原因となります。 


〇 

禁止 


/〇 八ードディスク内のデータは、必ず他の 
^ メディア(フロッピーディスク、 M 0 ディ 
禁止スク等)にバックアップしてください。 

とくに、修復、再現できない重要なデータ 
は、オリジナルの更新前、更新後と、常に二 
重のノ ックアップを作成されることをお 
すすめします。次のような場合に、データ 
が消失、破損する恐れがあります。 

•誤った使い方をしたとき 
• 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき 
_故障、修理などのとき 
•バソコンの電源スイッチを〇 FF にした 
直後に、すぐに電源スイッチを 0 N にし 
たとき 

•天災による被害を受けたとき 
上記の場合に限らずパックアップの作成 
を怠ったために、データを消失、破損した 
場合、弊社はその責任を負いかねますので 
あらかじめご了承ください。 


0 

禁止 


〇 

禁止 


アクセスランプが点滅している間は、電 
源ケーブルや USB ケーブルを抜いた 
り、システムをリセツトしたりしないで 
ください。 


シンナーやベンジン等の有機溶剤で、 
本製品を拭かないでください。 

本製品の汚れは、乾いたきれいな布で拭い 
てください。汚れがひどい場合は、きれい 
な布に中性洗剤を含ませ、かたくしぼって 
から拭き取ってください。 

本製品内部からの放熱により製品が少 
し熱くなりますが、異常ではありませ 
ん。熱がこもると故障の原因となりま 
すので、製品使用中は布などかぶせな 
いよろにしてください。 


〇 本製品を廃棄するときは、地方自治体 
の条例に従ってください。 

5 虽制 条例の内容については、各地方自治体にお 
問い合わせください。 


アのサボートについて （ Windows のみ） 


付属ソフトウェアについてのお問合せ先は画面で見るマニュアル「付属ソフトウェアの概要/お問合 
せ」 （ PDF ファイル）をご覧ください。「付属ソフトウェアの概要/お問合せ」は表面に記載の「画 
面で見るマニュアル」の手順で表示できます。 

※株式会社バッファローではお問合せを承っていないソフトウェアもごさ'います。あらかじめご了承 
ください。 


A 注意 


0 

禁止 


八ードディスク、 M 0、 フロッピーディ 
スクドライブなどのデータ格納機器 
へのアクセス中は、パソコンや機器の 
電源を OFF にしたり、リセットした 
りしないでください。 

データを消失、破損する恐れがあります。 
パックアップ作成を怠ったために、デー 
夕を消失、破損した場合、弊社はその責任 
を負いかねますのであらかじめご了承く 
ださい。 


❶ 

強制 


静電気による破損を防ぐため、本製品 
に触れる前に、身近な金属 （ ドアノブや 
アルミサッシなど)に手を触れて、身体 
の静電気を取り除いてください。 

人体などからの静電気は、本製品を破損、 
またはデータを消失、破損させるおそれ 
があります。 


Q 本製品を落としたり、強い衝撃を与え 
たりしないでください。 

^ 本製品は精密機器ですので、衝撃を与え 
ないように慎重に取り扱ってください。 
本製品の故障の原因となります。 


/〇 次の場所には設置しないでください。 

感電、火災の原因となったり、製品や 
禁止バソコンに悪影響を及ぼすことがあ 

ります。 

_強い磁界、静電気が発生するところ 

_温度、湿度がパソコンのマニュアルが定 
めた使用環境を超える、または結露する 
ところ 

_ほこりの多いところ 
—故障の原因となります。 

•振動が発生するところ 
— けが、故障、破損の原因となります。 

_平らでないところ 
— 転倒したり、落下して、けがや故障の 
原因となります。 

_直射日光が当たるところ 
— 故障や変形の原因となります。 

• 火気の周辺、または熱気のこもるところ 
—故障や変形の原因となります。 

-漏電、漏水の危険があるところ 
— 故障や感電の原因となります。 


〇 パソコンおよび周辺機器の取り扱い 
は、各マニュアルをよく読んで、各メー 
強制カーの定める手順に従ってください。 


HD - EBU 2 シリ -ズ はじめにお読みください 

2010年5月12日初版発行発行株式会社バッファロー 








































































































































